






























































































































































































































































































ポイJト x Y ポイント














(al'f"a5) x O.冊450 = 
(a2-ta6) x 0.1065 = 
(a3+a7) x 0.02127 = 
(a4..a8) x 0.01458 = 
(fl+f5) x 0曲 950
(f2+f6) x 0.03164 
(f3+(7) x 0.07386 = 
(f4.f8) x 0.05区間 一
bl x 0.1628 
b2 x 0.4422 
b3 x 0.24642 = 















































































ので、平成 24年度は 25名、平成 25年度は 30
名と受講者制限をかけて初回に抽選を行ってい
る。人数が多くなり過ぎると、実験・測定に時
聞がかかり過ぎることや、学生間の進度のばら
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つきが大きくなってしまうのでやむを得ずこの
ような措置をとっている。
基盤教育で実施している授業評価アンケート
の「総合判面」の項目は、平成24年度が4.54、
平成25年度が4.69であった。また、自由記述欄
に書かれていたものを以下に紹介する(原文ま
ま)。
「この授業で良かったと思う点」
・スポーツをしている自分にとって、とても役
に立ちました。
・スポーツというものについて改めて知ることが
できた。
• EXlω1について学べた。
・データをとるのが面白かった、分析もためにな
った。
-他学部の人と知り合えた0
.卓球ができた。
・メールでレポートが提出できる。
.エクセノレの使い方を学べたこと。
-部活に活かせる知識を学べたこと。
「この授業で良くなかったと思う点、改善すべ
きと思う点」
・レポート十テストは少しハードすぎると，思いま
す。
・テスト範囲についてもう少しくわしく教えてほ
しし九
・プリントの穴うめの解答がほしい。
自由記述欄の回答数は決して多くはないが、こ
ちらの意図しているねらいが学生に伝わってい
る事も感じられる。 i卓球ができた」という回答
は、実験・測定が受講者全員で一度に実施でき
なかった時、全体を2グループに分け、待ってい
るグループにレクリエーションの意味合いも込
めて実施したためである(知らない人同士の試合
も組まれるように調整している)。本授業は実
験・測定やPCを使ったデータ分析といった演習
の時聞が占める割合が半分強と大きく、またレ
ポート作成もあることから、学生聞で互いに相
談しながら進める機会が多い。この点を踏まえ
ると、授業内で友人・知り合いを作ることは授
業を円滑に進める上で1つの重要な要素になって
くるため、卓球の果たす役割も決して小さくな
い。また副次的ではあるが「他学部の人と知り合
えた」という感想が挙がることも、履修学生が 1
年生ということも考慮すると価値あることだと
考えている。
高校生までは体育の授業が必修で課せられる
ので学生には最低限度の運動機会が確保される
が、大学生からはそうはいかない。在学中およ
び卒業後の長い人生を健康で活発に過ごしてい
くために運動・スポーツの担う役割は大きく、
その価値は疑いようがない。これからも本授業
を含む基盤教育健康・スポーツ領域全体が、履
修した学生のスポーツへの関わりを深めるきっ
かけになれることを期待したlt'o
